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テキストボックス
  内容は教科書的、英文は若干古風です。まず、文章の趣旨を読み取ってしまうと意外に平易です。
解答箇所と下線部にコメントを書いてあります。 

roba
ヒント・コメント
あれこれ日本語に訳そうとうしないこと。具体的には以下に出てきます。

roba
ヒント・コメント
not so much A as B
古典的な表現。昔も早稲田ではよく出る表現です。「AというよりむしろB」

roba
ヒント・コメント
be engaged in  ・・・に従事している、・・・積極的に参加している。
「学生が関わっている（ような）取り組み」
ここでは、学生が自分たちが学んでいることがどういうことであるかを理解させること、といった意味合い。

roba
ヒント・コメント
academic subjectが人間生活でどんな役割を果たしているか、という意味にする。

roba
ヒント・コメント
全文を関係代名詞で受けて、「つまりそれは、認識や理解の問題という言い方もできるが、テクニックの問題ではない。

roba
ヒント・コメント
ここでは「歴史」「伝統」を通して成し遂げられてきたのであって、基盤のないところから降って湧いたわけではないこと。

roba
ヒント・コメント
toにしないこと。必須事項

roba
ヒント・コメント
前文で、his skillではなくhis visionとあり、ここでは、visionを受けている、と考える。
また、下線部は「仮定法過去完了」であることをしっかり理解すべき。

roba
ヒント・コメント
「～についてもいえる、あてはまる」の意味にする。必須事項。

roba
ヒント・コメント
～に還元することはできない、の意味に。

roba
ヒント・コメント
neither A nor B

roba
ヒント・コメント
not only ... but also ... のバリエーション。
not merely ... but (also) ....
alsoはは省かれることも多いので注意。




